
山内自治振興会では、山内夢づくり部会「地域内経済活性化事業」として、

地元食材を活かし持続可能な地域内循環と活動団体相互の相乗効果の向上を

目指しています。 

今回は、積極的な活動を展開されている２つのグループからのお知らせです。 

 

 

 

 

 

山内地域市民センターだより 
  
 
 
 

 

 

 

 

 

                 【令和 3 年度役員紹介】 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

日 月 火 水 木 金 土 
  １ 

燃えないゴミ回収日 

・いきいき百歳体操 

14：00～15：00 

 

２ 
 

 

 ３ 

 燃えるゴミ 

ペットボトル      

発泡スチロール 回収 

ライター        日 

４ 

廃プラ回収日 

 

 

５ 

・ふらんしーず 

13：30～六友館 

 

        

６ 

 

７ 

燃えるゴミ 

 

８ 

・いきいき百歳体操 

14：00～15：00 

 

９ 

・山内書道サークル 

 13:30～15:30 

１０ 

燃えるゴミ 

・山内切り絵の会 

13：00～15：00 

・自治振興会理事会 

20:00～ 六友館 

１１ 

廃プラ回収日 

 

 

１２ 

 

１３ 
 

１４ 

燃えるゴミ 

 

・おむすびの会 

前日準備 

１５ 

・いきいき百歳体操 

14：00～15：00 

・おむすびの会高齢者

宅配弁当販売 

 8:30～16:00       

１６ 

 

 

１７ 

燃えるゴミ 

 

１８ 

廃プラ回収日 

・山内俳句会 

13：00～15：00 

 

１９ 

・ふらんしーず 

13：30～六友館 

・たんぽぽの会 

前日準備 

13：00～16：00 

２０ 

・たんぽぽの会 

予約販売日 

（水無月/抹茶ういろう） 

２１ 

燃えるゴミ 

 

２２ 

・いきいき百歳体操 

14：00～15：00 

・山内区長会 

 19:30～六友館 

２３ 

 

２４ 

燃えるゴミ 

 

２５ 

廃プラ回収日 

 

２６ 

 

２７ ２８ 

燃えるゴミ 

・クラフト教室 

 13:00～ 

六友館 

２９ 

・いきいき百歳体操 

14：00～15：00 

 

３０ 

 

【山内公民館・六友館利用予定団体】   

 

山内書道サークル、山内切り絵の会、山内俳句会、 

ふらんしーず、おむすびの会、たんぽぽの会、 

いきいき百歳体操、山内区長会、自治振興会 
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お問合せ先：電話：６８－０００１ 

☆  
山
内
自
治
振
興
会

知

 

☆ 

  たんぽぽ会の販売 

販売日：６月２０日（日） 

販売時間・場所（六友館玄関先） 

１０時３０分～１１時３０分 

内 容：水無月３個入と 

抹茶ういろう２個入りセット 

数 量：５０パック限定 

金 額：３００円 

申込締切日：６月１６日（水） 

 

 おむすびの会高齢者 

宅配弁当販売 

販売日：６月１５日（火） 

内 容：肉じゃが、酢の物、 

フライドチキン、寒天 

数 量 ４０パック限定 

金 額 ５００円 

申込締切日 ６月７日（月） 

 

お申込み先：山内地域市民センター ６８-０００１ まで 
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お待たせしました。渡支雄さんのふるさと山内の民話 

ご存知ですか？こんなこと 
  
甲賀市移動販売モデル事業の実施！ 

 

・食料品などを積んだ移動販売車が地域

を巡回。 

・買い物に行くことに不便を感じておら

れる方を支援。 

・コロナ禍の新しい生活様式をご提案。 

・地域住民の交流のきっかけづくりに。 

・モデル事業として市内の一部地域で実

施。 

・令和３年 6 月 14 日の週から開始。 

 

【移動販売日程】・・・毎週水曜日 

 

販 売 場 所 販 売 時 間 

黒滝公民館 １０：００～１０：２０ 

上の平公民館 

（精米所） 
１０：３５～１０：５５ 

山女原公民館 １１：１５～１１：３５ 

笹路公民館 １１：５０～１２：０５ 

猪鼻集会所 １３：１５～１３：３５ 

【販売商品】 

・生鮮食料品（肉、魚、野菜など）、総菜、

菓子、日用品など。 

・商品の販売価格は店頭と同じ価格にな

ります。※ただし、移動販売手数料と

して、商品 1 点につき 11 円（税込）が

かかります。 

【お願い】 

・感染症予防のため、マスクの着用、手指

消毒、間隔保持にご協力ください。 

・買い物袋の持参にもご協力ください。 

【販売店】 (株) ツジヤ 【ジョイ】 

ジョイ甲賀店 TEL ０７４８- ８８-２２３４ 

【お問合せ先】  甲賀市 

 健康福祉部 長寿福祉課 高齢者支援係 

TEL ０７４８-６９-２１６４  

編集後記：最後までご覧いただきありがとうございま

した。５月よりワクチン接種が始まりました、高齢者

の皆さん予約はもうお済でしょうか？よくわからな

いという方居られましたら、山内市民センターまでお

声掛けくださいね。2 回とも接種終わられた方のお話

もお待ちしています。 

【 天 狗 岩 の 天 狗 】 

 

 今はゴルフ場になりましたが、上の平の向かい山の向こうの、“ツクヨウシ”と

呼ばれる谷では、多くの棚田が耕作され、「まほろば」かと思えるような、のどか

な山田の風景でした。この谷には、高さ 10 丈ほどの切り立った岩山があり、村人

は「天狗岩」と呼んでいました。この天狗岩には面白い話が、村人に語り継がれて

います。 

 むかし、むかし、上の平の娘達は“ツクヨウシ”の「村田」（むらでん）の田植え

仕事をしていました。「村田」は、上の平集落の共有田で、取れるお米は集落の祭

りごとや、その直らいに使われ、残ったお米は出挙（すいこ）にします。自分の家

の田植えが終わると、村人は総出で「村田」の田植えをします。 

 朝早くから、村の男達が「村田」の草刈り、あぜ塗り、田越し、しるふみの仕事

をすると、女達の苗取り、田植えと続きます。田んぼでのお昼は大賑わいとなり、

この行事の世話をする村役さんは朝からてんてこ舞いの一日です。やがて七ツ時

（４時頃）には田植えも終わり、片付けをして村人は帰ります。初夏の日はまだ高

く、田植えの終わった田んぼの畦に、腰を下ろした娘達がおしゃべりに夢中です。 

笑い声が周りの山に吸い込まれていき、娘達には時間の経つのを忘れるような楽し

いひと時でした。 

ある日のこと、この様子を鈴鹿山での修行に疲れた天狗が、岩に腰をかけて眺め

ていました。あまりに楽しそうに娘達が話しているので羨ましくなり、仲間に入れ

てもらおうと娘達の近くに降りてきました。 

娘達は一瞬びっくりしましたが、しっかり者で年かさのお松が「何しにきたん」と

天狗に聞くと、「仲間に入れてほしいんや」お松「何の？」天狗「話の」お松「天狗

になんか話すような話なんか無いわ」と言うと、また皆で「権さんの犬が死んだ」

話や「平子村のだれだれが嫁に行く」話などワイワイ、ガヤガヤと天狗を無視して、

娘達はしゃべり始めました。 

 しばらく側で聞いていた天狗は、突然田んぼの横のコバで娘達の気を引こうと踊

り出しました。竹ちゃんが「天狗が踊っている」と声を上げると「面白そう」「私ら

も踊ろか」「そうしょう」「そうしょう」と言って娘達も踊り出しました。天狗も大

喜び。そんな時一人の娘が、着物の裾が絡むので着物の裾を上げて踊ると、真っ赤

な蹴出しが。これを見た天狗は、突然真っ青になり「ウウー」と苦しそうになり、

慌てて山の方に走り去りました。 

娘達がキョトンとしていると、お松が「お梅ちゃんの蹴出し見て逃げて行ったわ」

「蹴出しが怖いのかな？」「赤い蹴出しが怖かったのかな？」「弱虫の天狗やわ」と

話しかけ娘達は皆で天狗の逃げた岩山を見上げて大笑いしましたとさ。 

 

【ことば説明】 

・むらでん＝漢字で「村田」と書くのだろうのが？村共同の田んぼ。 

・出挙（すいこ）＝一年に１割の利子を取ってお米やお金を村人に村が貸し出すこと。 

・蹴出し＝女性腰巻の上に重ねて着るもの。着物の裾を上げて歩くとき腰巻があらわに見

えるのを避けるため着ける。（広辞苑より） 

・コバ＝秋の農作業をするための小さな平地。 

【赤い色について】 

神社、お寺で柱や門が朱色に塗られている建物をよく見かけます。昔から、朱や赤は魔

除けと考えていたようです。女性の朱色の口紅は女性を守り、印鑑の朱肉は大切な約束を

守るのです。山内村には、火事の時に屋根の上で、赤い蹴出しや腰巻を振ると類焼を免れ

ると言い伝えられています。 

この話は昔、私が勘さんや、幸さんから聞いた話を文章にしたものです。怖いと思われ

ている天狗を、笑いのネタにする村の娘達のおおらかさがいいですね。 


